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畜産物

※：はちみつ

（清水市長との歓談）

（パスポート窓口での展示）

　（農業振興普及部）-1-

 いわき地方の農林畜産物
 モニタリング検査結果

いわき市産の鉢物を
市民にＰＲ

１６品目 １品目（※）

いわき市内を中心とした鉢物生産者及
び流通業者で組織する「いわき花き鉢物
研究会(薄葉清治会長)」は、会員の生産
している鉢物を広く一般市民にＰＲする
ため、公共施設での鉢物展示を行うこと
としました。

第一弾として、６月１１日（水）から
県いわき合同庁舎内のパスポート窓口等
４カ所で「クレマチス」の展示を始めま
した。

また、７月４日（金）には、薄葉会
長、薄葉大介副会長、下山田善裕会計が
「カンパニュラ・ジューンベル」を持参
し、いわき市長を訪問しました。

市長との歓談の中で、薄葉会長は「市
民に市内で生産している鉢物に関心を
持って頂きたい」「将来はいわきのブラ
ンド化を目指したい」と抱負を語り、市
長からは「マンションなど庭がない家が
多くなり、今後手軽に飾ることができる
鉢花の需要が増えるでしょう。今後もが
んばってください」との励ましの言葉が
ありました。

今後２週間に１回程度の間隔で、様々
な鉢花をいわき市役所、県いわき合同庁
舎に展示し、市民にＰＲを行います。

（表２）セシウムが１点も検出されなかった品目と検体数

（表１）農林畜産物のセシウム検査結果（６月末現在）

ウメ 3、菌床なめこ(施設) 2、菌床しいたけ 2､キュウリ 3、ス
ナップエンドウ 2、グリーンピース 1、トマト(施設) 4、ニン
ニク 5、タマネギ 3、ミニトマト(施設) 4、ニラ 3、ブルーベ
リー 2、ボイセンベリー 1、らっきょう 2、牛肉 4、原乳 5
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（表３）出荷制限及び出荷自粛品目（６月末現在）

検査した１７品目４９検体のうち、１６品
目４６検体全てにおいて、放射性セシウムが
検出限界値以下でした。内訳は（表２）のと
おりです。なお、はちみつについては、３検
体のうち１検体が１００ベクレル/ｋｇ以下で
検出されました。

１点も検出さ
れなかった品
目と検体数

検体の一部が検出された品目
と検体数 計

　福島県が行った、いわき地方の６月の農林
畜産物の放射性セシウムモニタリング検査結
果をお知らせします。

６月３０日現在、いわき地方産の農林畜産
物で出荷が制限されている品目は､（表３）の
とおりです。

調査結果は､福島県のホームページ｢ふくし
ま新発売｡｣の農林水産物モニタリング情報、
平成２４・２５年産米については、「ふくし
まの恵み安全対策協議会」で簡単に検索でき
ますので、ご確認ください。（企画部）
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６月９日（月）、いわき市、いわき市
農業委員会、ＪＡ全農福島、ＪＡいわき
市、ＪＡいわき中部、いわき農林事務所
が一堂に会し、「新たなふくしまの未来
を拓く園芸振興いわき地方推進会議」を
開催しました。

本会議は、東日本大震災及び原子力災
害の影響により、厳しい状況におかれて
いるいわき地方の園芸産地の復興を目指
して設置したものです。

会議では、「園芸産地復興計画」プロ
ジェクト品目として掲げた、「いち
ご」、「ねぎ」、「日本なし」の３品目
の産地の復興を図るための活動等につい
て積極的に意見を交換しました。

共通課題として担い手の確保や生産基
盤の整備が意見としてあげられ、今後、
新規就農者の育成・確保や研修事業の充
実、担い手への農用地集積等により、こ
れらの課題解決を図っていくこととしま
した。

また、ＪＡいわき市が発売開始した
「ねぎドレッシング」など６次化商品の
紹介もありました。

今年度の「松くい虫防除事業薬剤散布」
が６月５日（木）から１８日（水）まで、
いわき市「勿来」、「四倉・大久」、「小
名浜」、「新舞子」の４地区の民有林約１
９０ｈａを対象に実施されました。

本事業は、いわき市が実施主体となり、
市内の保全松林（将来にわたり健全な松林
として維持していく松林）を松くい虫の被
害から未然に防止する目的で、空中又は地
上から薬剤を松林に散布するものです。

当日は、関係者が日の出前から集合し、
安全な散布のための交通規制や風速及び視
界確認等を行い、薬剤調合などの準備作業
を行った後、夜明けとともにヘリコプター
や送風噴霧式地上散布機（スパウダー）に
よる散布作業を開始しました。

梅雨時期の実施ではありましたが各地区
とも概ね天候に恵まれ、計画期間内に散布
は終了しました。

なお、本事業と併せて、松くい虫の被害
木を伐倒し、薬剤でくん蒸処理を行う「伐
倒駆除」も実施しており、被害の予防と併
せて被害の拡大防止も図っています。

地元区長や地域住民の方々、いわき市を
はじめ、関係各機関のご協力により今年度
の事業が無事に終了しましたことに感謝致
します。

（地上からの薬剤散布）

新たなふくしまの未来を拓く
園芸振興いわき地方推進会議を

開催しました

松くい虫防除事業を
実施しました
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　（森林林業部）

（今後の園芸振興について話し合い）

（発売開始したJAいわき市のねぎﾄﾞﾚｯｼﾝｸﾞ）
　（農業振興普及部）



　（農業振興普及部）

農薬の誤使用による事故を
未然に防止しましょう

　（農業振興普及部）

　６月１０日（火）から９月１０日（水）
までの３か月間は、福島県農薬危害防止運
動の推進期間となっています。
　農薬の適正使用は、農薬を使用する者の
責務です。毎年、農薬の適正使用推進運動
を実施していますが、農薬の誤使用による
事故は無くなっていません。
　事故の主な原因は、①使用基準の誤認、
②土壌への農薬の残留、③防除器具の洗浄
不足、④風による飛散（ドリフト）などで
す。農薬を使用する際、ラベルの記載内容
や対象作物、希釈倍数、使用時期などを必
ず確認しましょう。
　また、農薬の使用履歴を記帳することに
より、農薬の誤使用を防止できますので、
作業日誌とともに農薬の使用を記録しま
しょう。

（農薬使用履歴の記録例）

　全国的に野生鳥獣による農作物被害が深
刻化しており、近年では出没地域が山間部
から市街地付近へと拡大しています。今年
に入り、県内では人的被害も発生してお
り、農作物の被害防止強化ばかりでなく、
集落の協力体制による総合的な対策が求め
られています。
　総合的な被害防止対策とは、①周辺環境
整備（生活ごみの管理や草の刈払い）、②
被害防止対策（電気柵等の設置）、③個体
数調整（有害鳥獣の捕獲）を組み合わせる
ことです。
　個人の力には限界がありますので、集落
で取組みを始めてみてはいかがでしょう
か。ご相談はいわき農林事務所農業振興普
及部（０２４６－２４－６１６１）まで。

（安全対策として電気柵の設置を表示）
　（農業振興普及部）

いわきいちご新規作付
説明会を開催しました

（関係機関より説明）

イノシシによる農作物
被害をなくすために
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　６月２５日（水）、ＪＡいわき市夏井
支店において、いちご新規作付希望者を
対象に、いちごの生産開始に向けた説明
会を開催しました。
　本説明会は、県が策定した園芸産地復
興計画に基づき、ＪＡいわき市いちご部
会やＪＡいわき市、ＪＡ全農福島、いわ
き市、いわき農林事務所が一体となり、
県内有数のいちご産地であるいわき地域
の生産力向上を目的としています。
　説明会には、新規作付けを検討してい
る生産者等５名が参加し、いちごの作り
方や産地の状況を熱心に聞いていまし
た。
　参加者の中には、作付けに前向きな方
もおり、農家での実習も検討していく予
定です。いちご産地の担い手として今後
の活躍が期待されます。



いわき仲買組合による
試験操業のＰＲ活動

　いわき仲買組合は、仲買業者２８社で組
織された団体です。試験操業で漁獲された
水産物を公設市場等に出荷して、流通での
反応等を調査していますが、様々な形で福
島の水産物のＰＲにも取り組んでいます。
　６月２２日（日）に郡山地方総合卸売市
場において開催された「郡山朝市」では、
試験操業で漁獲されたメヒカリの唐揚（４
５０人分）とヒラツメガニ・ガザミのカニ
汁（１００人分）の試食及びニクモチ（３
００人分）の無料配布を行いました。ＰＲ
活動は７時～１０時の予定でしたが、朝早
くから行列ができたために６時４５分から
開始しました。予想以上の来場者があった
ため早々に品切れとなり、８時２５分に終
了しました。
　また、７月６日（日）には、久之浜商工
会青年部主催の「きらきら広場」に参加
し、メヒカリ唐揚（３００人分）とカニ汁
（２００人分）の試食を行いました。試食
は９時～１３時の予定でしたが、首都圏か
らの被災地バスツアーの一行が来訪するな
どして客足が伸びたために試供品が無くな
り、１１時半で終了となりました。
　どちらの活動でも来場者の反応は上々で
あり、マスコミに大きく取り上げられまし
た。組合では、今後もＰＲ活動を継続する
こととしています。

（手前から順に、メヒカリ唐揚、
ニクモチ、カニ汁）

（バスツアー一行の来場時の様子）

（きらきら広場の会場）

（郡山朝市の会場）

　（水産事務所）
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「ふくしまから はじめよう。
『食』と『ふるさと』新生
運動」いわき地方推進本部

平成２６年度総会

６月３０日（月）、県いわき合同庁舎で
「ふくしまから はじめよう。『食』と
『ふるさと』新生運動」いわき地方推進本
部平成２６年度総会を開催しました。

昨年１２月の設立以来、いわき地方の農
林水産業の復興・再生に向けて各本部員が
取り組んできた「食の安全・安心」、「生
産再生」、「風評払拭・消費拡大」、「情
報発信」の４つの運動について報告があり
ました。

平成２６年度の事業計画については、新
たな取組として親子を対象にした県産農林
水産物の安全性と安心感の醸成を図る「県
産農林水産物の安全・安心実感ツアー」
や、水産物の放射性物質検査の見学と講演
会を実施する「漁業の魅力再発見事業」な
どを実施することで了承されました。

また、今年度の運動展開の参考とするた
め、「風評被害の実態について」と題し、
市場における県産農産物の入荷状況や震災
後の風評払拭の取組、今後の課題などにつ
いて（株）平果 蔬菜部取締役主管志賀一
義さんから事例報告をしていただきまし
た。

最後に、本部員それぞれの立場から日頃
感じていることなどを述べていただき、情
報交換を行いました。農業関係者からは、
関係者が連携し、農林水産物の安全性を
もっと消費者へＰＲする必要があるといっ
た意見がありました。

また、水産業関係者からは、モニタリン
グ検査や自主検査を実施し、消費者へ安全
性をＰＲしているものの、単価的に厳しい
状況であることなどが報告されました。消
費者団体からは、子供を持つ若い母親は安
全性に対して特に敏感であるといった意見
もありました。こうした意見等を取り入
れ、今後の運動をより効果的に展開するこ
とを確認しました。

（愛谷江筋沿いのアジサイを見ながら
ゴミ拾いをしました）

　７月１日（火）、福島県水土里を育む
普及促進事業を活用した愛谷江筋愛護会
主催の「愛谷江筋はどこから流れてくる
のかな？　施設巡りバスツアー（第１２
回治右衛門（じんえもん）の堰（せき）
あじさい祭り）」が開催されました。
　地域の農業水利施設について理解を深
めてもらうとともに、施設の維持管理の
大切さを知ってもらうことを目的として
開催されたもので、いわき市立夏井小学
校・高久小学校及び農業水利施設に関心
のある一般参加者ら約６０名が参加しま
した。
　愛谷堰土地改良区の菅波事務局長の説
明を受けながら、愛谷堰頭首工や北白土
除塵機・新川サイフォン、大越藤間第二
排水機場などの施設を見学するととも
に、維持管理の一環としてアジサイ散歩
道を歩いてゴミ拾いを実施しました。
　児童らは、除塵機の働きについて「ど
うやってゴミを取っているの？」といっ
た質問をするなど施設への関心が高く、
自分たちを取り巻く環境や水利施設が果
たす役割などの理解を深めることができ
ました。

愛谷江筋はどこから
流れてくるのかな？
施設巡りバスツアー

（愛谷堰頭首工の話を熱心に聞いて
学習しています）

　（農村整備部）
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（総会の様子）
　（企画部）
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　この期間に応募いただいた県内のサ
ポーターについては、「サポーター名
簿」に取りまとめ、８月上旬には名簿の
公開及び派遣要請の受付を始めることと
しております。
　なお、サポーターの募集については、
重点募集期間経過後も引き続き行ってい
きます。
  また、登録手続き等の詳しい内容は、
いわき農林事務所のホームページで確認
することができます。（企画部）

　東日本大震災・原発事故以降、県内の子
供達の体力低下をはじめ、食育に関連した
様々な課題が明らかになる中で、県では学
校や地域団体等からの要請に応じて、子供
達の健康づくりと豊かな食生活の維持・確
保に向けた各種の食育活動を意欲的に実践
していただける「ふくしま食育実践サポー
ター」の募集を始めたところです。（先月
号にて募集記事掲載。）
　５月２８日（水）から７月１０日（木）
までの重点募集期間には、いわき管内から
個人で８件、団体で４件の登録申込みがあ
りました。

「ふくしま食育実践
サポーター」の応募状況

○ふくしまの最新情報を「ふくしま 新発売。」に掲載して

いますのでどうぞご利用ください。    

  http://www.new-fukushima.jp/index.html 

  １ 「がんばろう ふくしま応援店！」一覧 

  ２ イベント情報 

  ３ 農林水産物モニタリング情報 

     (1)モニタリング情報検索               

     (2)出荷制限等一覧表 

 

◎ 皆様からのご意見・情報をお待ちしております。 

福島県いわき農林事務所 企画部 地域農林企画課 

   〒970-8026 福島県いわき市平字梅本１５番地 

                      （県いわき合同庁舎 ３階）  

  T  E  L (0246)24-6152  F  A  X (0246)24-6196 

 U  R  L  http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36270a/  

 「東日本大震災」 

  及び｢原発事故｣からの 

   復興のために！                        


